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保護用マット・・・２枚　アース線・・・１本（３ｍ）



分解禁止
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管状炉内を３つのゾーンにわけて独立温度制御するため単一ゾーンの物と比較して
長く均一な温度帯を保つことができます。

①本体（管状炉部分）
②ハンドル
③メインスイッチ（ブレーカー兼）
④コントロールパネル ( 操作パネル）
⑤温度コントローラー２（左右）
※左右のコントローラー２は温度表示と調整は
　行いますが、温度設定は真ん中のコントロール
　パネルで行います。
⑥過昇温度防止装置

各部の名称・機能について

■操作パネル部の名称･機能

  

 

① ② ③

④

⑤

運転/保持 表示切替 桁移動 手動/自動

リセット 選択 ▽ △

⑥

⑦ ⑧ ⑨

⑩⑪⑫⑬

NO 名称 内容

① PTN表示 選択しているパターン数を表示します。

② STP表示 選択しているパターンのステップ数を表示します。

③ 運転状態表示 プログラム運転状態を表示します。

④ PV表示 現在温度（PV）等を表示します。

⑤ SV表示 設定温度（SV）等を表示します。

⑥ 運転／保持キー 運転開始/一時停止等に使用します。

⑦ 表示切替キー 表示切替等に使用します。

⑧ 桁移動キー 設定中、桁を左に移動します。

⑨ 手動／自動キー 本製品では使用しません。

⑩ UP キー 数値のアップ等に使用します。

⑪ DOWNキー 数値のダウン等に使用します。

⑫ 選択キー 設定項目の移行等に使用します。

⑬ リセットキー 画面戻り・運転停止等に使用します。
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本製品の運転には最大３６Ａの大電流を必要とします。建物の管理責任者様にご相談の上
電気配線を行ってください。また必要に応じて増アンペア工事などを行ってください。

電気配線の方法

●電源をONにします。 ●過昇防止部のUP, DOWN キーを用いて
 過昇防止装置の動作温度を設定してください。

本製品をご使用の際にはは万一の温度過昇による試料の破損・事故を防止するために
必ず独立過昇防止装置を設定した上で、ご使用ください。

例）1200℃設定の場合

過昇防止設定温度に関するご注意

独立過昇防止の設定温度は必ずご使用になる温度よりも
高めに設定してください。
使用温度近辺またはそれ以下に設定されますと、
過昇防止が働き、加熱を停止する可能性があります。

※独立過昇防止機能が働いた場合には、ヒーターが停止します。

復帰する際には電源を再投入してください。

△

△

過昇温度防止装置の設定
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●電源 ： 単相 200V　50/60Hz　7.2kW　36A

アース線３ｍ付属

●電源コード長 ： 約 3m （先端丸端子付き）　



＊ノーマル運転では設定温度に到達後、その温度を保持します。
    PID制御により温度の過昇(オーバーシュート)を防ぎます。
＊このモードにはタイマー運転機能はありませんので
 オートスタート、ストップなどはできません。

ノーマル運転方法

time

temp.

SV.→

●電源をONにします。

●表示切替キーを押し、パターンNO.設定モードへ
移行します。

PTN

AUTO

UP(▲）/DOWN(▼）キーで任意のパターンを
指定し、選択キーを押してください。

●Sv 1（ステップ1の温度設定）画面へ移行します。
UP(▲）/DOWN(▼）キーで設定温度を入力して
ください。

PTN

AUTO

※入力中は設定値が点滅します。
(約5秒間キー操作が無ければ、点滅が終了し
 数値が決定されます。）
 

STP

選択

選択

●時間設定画面（t  1)へ移行します。
UP/DOWNキー、桁移動キーを操作し、
設定値を最大値（-----）にしてください。

PTN

AUTO

※時間設定を最大にすると、連続運転となり、
  それ以降のステップにすすみません。

STP

TIME

●E on画面を表示します。
 （本製品ではE on画面は使用しません。）

 リセットキーを押して通常画面へ移行します。

リセット

●運転／保持キーを3秒間長押しすると、
 運転が開始します。

※一時停止する場合には運転／保持を押し、
 運転停止する場合にはリセットキーを長押ししてください。

選択

PTN

AUTO

STP

RUN
OUT

(運転中はRUNランプが点灯し、ヒーター通電時には
 OUTランプが点灯し、運転状態は水平を表示します。）
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プログラム運転について

＊本製品は最大16ステップのプログラムを6パターン記憶し、
 必要なパターンを選択しプログラム運転することができます。
 各ステップは設定時間内での温度上昇及び、
 一定温度での制御に割り当てることができます。

① ② ③ ④ ⑤ ⑮ ⑯
0℃

t1 t2 t3 t4 t5 t15t16

ｘ 8パターン

●プログラム運転の流れ

プログラムのステップ数の設定

各ステップの温度、時間を設定

プログラムパターン内容の設定を完了

電源ON 

(パターン内容を設定する場合）

運転開始

(パターン内容を
設定済みの場合）

RUN/STOPキーを
押す

運転種類選択画面でプログラム運転を選択

●本製品は第1ステップのみ時間設定を0℃から目的温度までの上昇時間と計算します。
 ただし実際には、現在の庫内温度から計時をスタートしますので、
 設定時間よりも短い時間で昇温します。ご注意ください。(庫内温度スタート）

例 炉内温度25℃にて第1ステップで250℃まで100分で上昇させる場合
  →実際には0℃→250℃が100分になりますので、25℃からは約90分で250℃まで上昇します。

250℃

0℃

25℃

100分

90分

●本製品は、設定時間が短いために目標温度まで時間内に達しない場合、次のステップに進みます。
 設定時間は温度上昇能力を考慮の上、設定してください。また、冷却機能はございませんので(ファンによる空冷のみ）、
 冷却時にも設定時間にご注意ください。

■ プログラム運転に関する注意事項

正常なプログラム運転を行うために、以下の点にご注意ください。

（250-25）

250
＝90(分）Ｘ100(分）

第1ステップ 第2ステップ 第3ステップ

◎ 希望する時間で正確に昇温させたい場合（第1ステップをキャンセルする方法について）

第1ステップの設定時間を短くし、実質的にキャンセルすることによって、
庫内温度から目的温度までの上昇時間を正確に設定することができます。

例 第1ステップの設定時間を1分とします。
  実際には1分では目的温度に到達しないため、
  第1ステップはキャンセルされ、第2ステップに移行します。
  第2ステップで実際に必要な設定温度、時間を入力してください。

第1ステップ

※炉内の対象物によって性能は変化します。

使用するプログラムパターンの選択
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プログラム運転方法 

■プログラム設定例
  スタート→50分かけて①600℃まで上昇→②600℃を30分キープ→③800℃まで1時間40分かけて上昇を
  プログラムパターン3として記憶・運転した場合。

●電源をONにし、待表示切替キーを押し、
パターンNO.設定モードへ移行します。

PTN

AUTO

UP(▲）/DOWN(▼）キーでパターン3を
指定し、選択キーを押してください。

●Sv 1（ステップ1の温度設定）画面へ移行します。
UP(▲）/DOWN(▼）キーで設定温度を入力して
ください。

PTN

AUTO

STP

選択

選択

●時間設定画面（t  1)へ移行します。
ステップ1の設定時間をUP(▲）/DOWN(▼）キーで
入力してください。

PTN

AUTO

STP

TIME

●E on画面を表示します。
 （本製品ではE on画面は使用しません。）

 リセットキーを押して通常画面へ移行します。

リセット

●運転／保持キーを3秒間長押しすると、
 運転が開始します。

※一時停止する場合には運転／保持を押し、
 運転停止する場合にはリセットキーを長押ししてください。

選択

PTN

AUTO

STP

RUN
OUT

(設定値は室温から時間とともに変化します。
 STP表示は現在のステップを表示します。）

(600℃まで上昇）

(50分）

選択

PTN

AUTO

STP

PTN

AUTO

STP

TIME

選択

(600℃でキープ）

(30分）

●ステップ2の設定温度を入力してください。

●ステップ2の設定時間を入力してください。

PTN

AUTO

STP

●ステップ3の設定温度を入力してください。

(800℃まで上昇）

選択

PTN

AUTO

STP

TIME (1時間40分）

●ステップ3の設定時間を入力してください。

PTN

AUTO

STP

●ステップ4の設定温度を最低値以下（-----）
 にしてください。
 ⇒以降のステップに進みません。

（ステップの終了）

選択

選択
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■運転モードでの運転情報確認画面 
 運転中の状態にて、ＳＨＩＦＴキーを押しますと、運転情報確認画面へ移行します。 

 運転情報確認画面では運転種類選択により、表示出来る画面が異なります。 
     
※ＳＨＩＦＴキーによる運転情報確認画面遷移 

① ノーマル運転の場合

その他の機能（運転情報確認機能・過昇防止機能）について

PTN

AUTO

STP

RUN
OUT

表示切替
PTN

AUTO

STP

RUN
OUT

表示切替
PTN

AUTO

STP

RUN
OUT

1 運転中表示 2 経過時間表示 3 ヒーター出力表示

表示切替
1 運転中表示
  へ戻る

（※単位：％）

PTN

AUTO

STP

RUN
OUT

表示切替
PTN

AUTO

STP

RUN
OUT

表示切替
PTN

AUTO

STP

RUN
OUT

1 運転中表示 2 経過時間表示 3 ヒーター出力表示

表示切替
1 運転中表示
  へ戻る

② プログラム運転の場合

（※各ステップにおける
  経過時間を表示）

- 9 -



プログラム運転ができない 設定を間違えていませんか？

→短い時間でプログラムを作り直し、 切り替わることを確認してください。

昇温しない 電気は供給されていますか？　ヒーターは切れていませんか？

独立過昇温度防止装置が働いている。

→温度が十分下がったことを確認して原因をとりのぞいてください。

製品仕様

トラブルシューティング
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●制御方式 ： PID プログラム制御 （オートチューニングなし）

●制御用 R 熱電対 ×4 個 （温調 ×3 個、 過昇温防止 ×1 個）

●最高温度 ： 常用／ 1200℃、 設定／ 1250℃

●機能 ： プログラム設定 （16 ステップ ・ 8 パターン）、 タイマー

●ヒーター ： １００V-1.05kW、 100V-1.47kW 、 100V-1.5kW

●電源 ： 単相 200V　50/60Hz　7.2kW　36A （3 相 200V　4.6kW　23A も製作可能です。）

●電源コード長 ： 約 3m （先端丸端子付き）　、　アース線３ｍ付属

●安全装置 ： 独立過昇温防止 （設定温度デジタル入力）、 ドアスイッチ、 過電流ブレーカー、

   自己診断機能 （センサー断線 ・ ヒーター断線時にメインリレー OFF）

●使用周囲条件 ： 温度 ： -20 ～ +70℃　湿度 ： 5 ～ 95％　（氷結、 結露なきこと）

●材質 ： 外装／スチール耐熱塗装、 ヒーターボビン／セラミック、 取手／木製

●管状炉径 ： 外寸 (φ50×700(mm)　／　内寸φ42 （セラミック ・ アルミナ）φ44 （石英）



エラーメッセージと対応方法

表示      エラー名            内容                復帰方法

メモリーエラー

A/D回路エラー

オートチュー
ニングエラー

温度入力
オーバー

温度入力
アンダー

電源投入時に記憶素子から読み
込まれるデータが異常な場合に
発生し、運転停止となります。

電源再投入にて復帰
しない場合は
基板の修理が必要です。

温度入力回路に異常が生じた
場合に発生し、運転停止とな
ります。

オートチューニング中に温度
センサ断線または3時間以上
経過後も終了しない場合に発
生し、運転停止となります。

何れかのキーを押して
下さい。

温度入力が表示範囲上限を超
えたり、センサ断線の場合に
発生し、運転停止となります。

温度入力が表示範囲下限を下
回った場合に発生し、
運転停止となります。

表示範囲内に戻ると
自動復帰します。

表示範囲内に戻ると
自動復帰します。

電源再投入にて復帰
しない場合は
基板の修理が必要です。

通信エラー
基板内部での通信に異常が
発生した場合に発生します。

リセットキーを押して
下さい。

記憶素子
エラー

記憶素子（FRAM)が異常状態
になった場合に発生。

何れかのキーを押して
下さい。復帰しない
場合は基板の修理が
必要です。
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